



























































































































話者記号 年齢 性別 職業 居住歴



















話者 OM との会話を継続的に収集する談話調査を行った｡表 2にAKの話し相手である同





談話の種類 話者記号 年齢 性別 居住磨
方言談話 MA*1 65-72*4 女性 0-:青森県中津軽郡西目屋村*2
共通語談話 OM*3 24-31*4 女性 0-18:山口県 18-22:東京都 22-:大阪府





期 方言談話 共通語談話 調査年月


































当該方言の ｢動詞終止形+ニ｣は共通語が表す例文 (1)(2)の用法を 1つの形式が担
っていることになる｡当該方言から共通語へ切換える際には､｢動詞終止形+ニ｣という

















































































れる (ll)｡しかしながら､この用法では ｢動詞終L形十のに｣を使用する非対応形 (11つ､

































方言談話 :Lに文では ｢動詞終止形+ニ｣を使用する (｢動詞終止形+のに｣は使わ
ない)､のに文では ｢動詞終止形+こ｣を使用する (｢動詞連用形十に｣は
使わない)


































1 3 4 終+ニ 3 12 15
8 6 14 計 9 14 23
*1 ｢連+に｣は ｢動詞連用形十に｣､｢終+のに｣は ｢動詞終止形十のに｣､｢終+ニ｣は ｢動
詞終止形+ニ｣を指す｡以降の表も同様｡
表 5:第 2期の方言談話/共通語談話における分布
方言談話 しに文 のに文 計 共通語談話 しに文 のに文 計
6 連+に 67
3 3 終+のに
4 2 6 終+ニ











計 36 29 65
スタイル切換えと切換え能力の発達一青森県弘前市方言話者の目的表現を例に- 35
表7:第4期の方言談話/共通語談話における分布
方言談話 しに文 のに文 計 共通語談話 しに文 のに文 計
逮+に 40
終+のに
12 14 26 ,%+I




方言談話 しに文 のに文 計 共通語談話 しに文 のに文 計
逮+に 13
終+のに
10 6 16 終+ニ
10 6 16 計 13
9 9
9 22
第 1期から第5期に使用された非対応形の発話をいくつか挙げる (〔 〕内には必要に
応じて共通語訳 (意訳)を､[ ]内に談話番号 (§3.3.表3参照)を記す)｡
<｢のに文｣に ｢動詞連用形+に｣を使用する非対応形>
(18)ホテルに 後室三二 〔ホテルに行くのに (電車を使った)〕[OM8]
(19)で 羽田† あれ 品川さ 崖豊基 便利だよね､鮎 芸さo[OM8]












































































第 1期 第2期 第3期 第4期 第5期












































































(26)ホテルに i*行き (移動し)に/*行ク (移動スル)二子行く｡ (Lに文)
(27)ホテルに i行く (移動する)のに/行クニ)車を使う｡ (のに文)
(26)のように､Lに文では述語が移動動詞に限られているために､節内の動詞は移動
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